






















































































































































































































































この究極の価値を「存在価値 (thevalues of Being， the B-values) J とマス
ローは呼ぴ，また，この人たちの認識のしかたは，自分の願望や不安や意図な
どによって影響されることなし無比較的，没価値的，没判断的であって，こ
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